
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２３年４月３０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究課題において、インド大乗仏教において成立した中観思想のチ

ベットにおける展開の一側面を解明した。すなわち、チョナン派のトルプパ・シェーラプ・ゲ

ルツェン(1292-1361)およびターラナータ・クンガニンポ(1575-1640)による大中観思想の概要
が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study I investigated the development of the Madhyamaka 
philosophy in Jo nang pa school of Tibetan Buddhism and it was made clear how Dol po pa 
Shes rab rgyal mtshan (1292-1361) and taranatha Kun dga’ snying po (1575-1640) had 
accepted it in the name of ‘the great Madhyamaka.’ 
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１．研究開始当初の背景 
(1)チベット仏教思想研究の初期の段階では、
チベット各宗派の概説が説かれた宗義書に
よる研究が主体となっていた。それ故に、そ
の内容はそれを著した著者の所属する宗派
の視点からチベット仏教思想を考察したも
のであった。チョナン派に対する代表的先行
研究である谷口富士夫（『西蔵仏教宗義研究
第六巻 トゥカン『一切宗義』「チョナン派
の章」』東洋文庫, 1993）や David Seyfort 
Ruegg によるものはゲルク派のトゥカンに
よる宗義書に基づいている。また荒井裕明、
池田道浩、高田順仁、袴谷憲昭らの先行研究
もゲルク派の視点からチョナン派を批判し

た論争に関するものである。 
 
(2)そのような中で、チベット仏教において非
主流派であるチョナン派の文献の解読も
徐々になされるようになり、ゲルク派の空性
理解とは異なる「他空説」をめぐる研究が近
年のチベット仏教研究の話題のトピックの
一つになっている。その代表的研究としては、
Cyrus Stearns, The Buddha from Dolpo, 
Albany, 1999 、 Mathew T. Kapstein, 
Reason’s Traces, Boston, 2001、 Jeffrey 
Hopkins, Mountain Doctrine, 2006、id., The 
Esence of Other-emptiness, Ithaca, 2007な
どの著書ならびにKlaus-Dieter Mathesによ
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る諸論文が発表されている。これらの研究成
果により、チョナン派の学者であるトルプパ
やターラナータの著作の一部が解読され、彼
らの思想内容が少しずつ明らかにされてき
た。 
 
(3)またチベット仏教研究は、 Tibetan 
Buddhist Resource Centre によるチベット
仏教文献のデジタル化などが急速に進み、研
究環境は次第に整ってきている。そのような
状況の中で、彼らを含むチョナン派の思想の
特徴を示す大中観説・他空説を解明すること
がチベット仏教思想史を解明するために重
要な項目となっていた。  
 
(4)さらに研究代表者は、本研究課題を開始す
るにあたり、インド仏教の論書における「大
中観」の語の用例およびその思想的根拠に関
する予備的調査も行っている。またトルプパ
の中観理解を考察するために、彼の二諦説理
解についての研究も開始しており、研究方法
を確立する準備は整っていた。 
 
２．研究の目的 
 (1)本研究代表者は、平成 14年 4月から平成
17年 3月にわたり科学研究費基盤研究(C)(2)
の助成を受けて「チベット仏教におけるラム
リム思想の基盤に関する研究」（課題番号
14510028）を行ってきた。チベット仏教の思
想研究をおこなう今回の研究課題は、この研
究課題の延長線上にあり、チベット仏教思想
史の構築を目指すものである。 
 その目的は、インド仏教において成立した
中観思想がチベットにおいて思想史上新た
な発展を見せた「大中観」の思想的基盤とそ
の展開について解明することである。具体的
には、チョナン派のトルポパ・シェーラプ・
ゲルツェン(1291-1361)、同派のターラナー
タ・クンガニンポ(1575-1640)らの著書を解読
することを通して、「大中観」思想が成立す
る基盤、並びにその思想がチベット仏教に与
えた影響を分析することにより、チベット仏
教思想史における「大中観」思想の意味を明
らかにすることを目的とする。 
 
(2)仏教の根本思想の一つでもある縁起思想
を諸存在の無自性・空により解釈したナーガ
ールジュナに始まる中観思想は、インドにお
いてバーヴィヴェーカの自立論証、チャンド
ラキールティの帰謬論法などの新たな解釈
を導入し展開していった。チベット仏教では
このインドの中観思想を分派的発展と理解
した上で、サキャ・パンディタらによるサキ
ャ派は前者の立場を、ツォンカパ・ロサンタ
クパらによるゲルク派は後者の立場を導入
し、新たな思想的論争をチベット仏教にもた
らした。これらの主流派とは異なり、ゲルク

派の諸論師から如来蔵思想として批判され
たものがトルプパらによるチョナン派の「大
中観」思想である。本研究課題は、この「大
中観」の思想的基盤およびチョナン派におけ
る展開を解明することを目的とした。 
 
(3)チョナン派において「大中観」の思想を確
立したのが、同派を代表する学者のトルプパ
である。彼の著作を調査し、そのチベット語
テキストの校訂と翻訳を完成した上で、彼の
大中観思想を確立する基盤となった文献の
調査、および彼が定義する大中観思想を明ら
かにする。 
 続いて、インド仏教史の著者としても知ら
れているチョナン派の中期を代表する学者
であるターラナータの著作を調査し、チョナ
ン派における大中観思想の展開を解明する。 
 これらの調査により、チベットにおいて成
立した大中観思想がどのような思想的根拠
により成立し、どのように展開していったの
かが明にすることを目的とする。さらにそれ
により、チベット仏教思想史の一部を解明す
ることにもなるであろう。 
 
３．研究の方法 
(1)研究方法は、チベットの古典文献を解読
する文献学的手法を基礎作業として用いる。
具体的には、以下のインド・チベット仏教に
おける諸論師による文献を取り上げ、校訂テ
キストならびに翻訳を完成させ、そこに引用
されるテキストなどの典拠あるいは語例の
調査研究と、それに基づく思想的解読を行う
ものである。 
 
(2)インド仏教文献に見られる「大中観」の
用例を再確認し、大中観思想の基盤となった
思想を解明する。これについては、「大中観」
の語をインドにおいて用いたディーパンカ
ラシュリージュニャーナおよびその師の一
人とされるラトナーカラシャーンティの著
作を調査する。この作業には予備的研究にお
いて調査済みの彼らの著作を利用し、それら
とトルプパやターラナータの著作とに引用
されるインド仏教の経論を比較することに
より、大中観思想のインド的萌芽を明らかに
する。 
 
(3)「大中観」の思想を確立したトルプパの
著作については、Mathew Kapstein 作成の
目録、Tibetan Buddhist Resource Centreに
よる彼の著作集の PDF データを利用し、顕
教文献の中から中観思想・如来蔵思想に関す
るものを取り上げる。彼の主著である『山法
了義大海』については Jeffrey Hopkinsによ
り先行研究があるので、それを利用する。そ
の他のスモール・テキストについて、チベッ
ト語の校訂テキストとその和訳を作成した



 

 

上で、その思想内容を解読する。これにより
トルプパが定義する大中観思想の定義と、そ
の論拠とされたインド仏教文献を明らかに
する。 

 
(4)ターラナータの著作著作についても、
Jonang FoundationのWebサイトによる目
録、Tibetan Buddhist Resource Centreによ
る彼の著作集の PDF データを利用し、顕教文
献の中から中観思想・如来蔵思想に関するも
のを取り上げる。彼の著作についても Jeffrey 
Hopkinsらによる先行研究を利用する。その
他のスモール・テキストについて、チベット
語の校訂テキストとその和訳を作成した上
で、内容を解読する。これによりターラナー
タの理解した大中観思想、およびトルプパと
の解釈の異同を明らかにする。 
 
(5)以上の基礎的作業によりチョナン派によ
る大中観思想を説く文献のテキスト・デー
タ・ベースが作成される。これらのデータを
調査することにより、インド仏教における大
中観思想の萌芽から、チベット仏教における
チョナン派の大中観思想の成立とその展開
を総合的に考察する。 
 
４．研究成果 
(1)「大中観」のタームは、インド文献に見
られるものの、後に定義されるような意味を
有していなかった。ただしその思想に展開す
るような萌芽はすでにディーパンカラシュ
リージュニャーナとラトナーカラシャーン
ティらのインド仏教文献に見ることができ
た。すなわち、彼らは後代のチベットの宗義
書ではそれぞれ中観派とか瑜伽行唯識派と
思想的立場が与えられているものの、彼らの
著作においては自らが中観派とか瑜伽行唯
識派であるというような認識をもたず、それ
ぞれの論書を融合して受容していたことが
明らかになった。これらの具体的成果につい
ては、本研究課題と並行して行われている調
査において、ディーパンカラシュリージュニ
ャーナの著作の解読およびラトナーカラシ
ャーンティの『経集釈・宝明荘厳論』の和訳
研究として完成した。 
 
(2)トルプパの著作についても、文献学的調
査が行われた。具体的な成果としては、トル
プパの著書のうち、『二諦解明陽光論』、『宝
性論釈善説陽光論』、『肉食飲酒禁止の聖典に
導く』、およびナーガールジュナの『讃法界
頌』に対する脚注文献の校訂テキストとその
翻訳（和訳・英訳）を完成した。さらにこれ
らのテキストを解読することにより、彼の大
中観思想が、インドのディーパンカラシュリ
ージュニャーナやラトナーカラシャーンテ
ィと同じような手法で、瑜伽行唯識派や思想

を中観思想と融合したものであることが解
明された。また、中観派の開祖であるナーガ
ールジュナに帰されるものの、如来蔵思想を
説く『法界讃頌』のような文献が重要な意味
をもっていたことが明らかになった。 
 
(3) またタータナータの著作については、大
中観の名が付される『最高乗広説大中観確定
論』のチベット語校訂テキストと、その和訳
を、注釈書の和訳とともに完成した。同論は、
全８章のタイトル「自性の認識」、「所知の境」、
「如来蔵・法界」、「八識」、「五法・三性・縁
起」、「二無我」、「二諦」、「道・果」からもわ
かるように、大中観と言うものの、瑜伽行唯
識派あるいは如来蔵思想に基づいているこ
とがわかる。そのテキスト自体も、同派の開
祖とされるマイトレーヤの主要文献からの
引用が含まれている。それ故に、彼の大中観
思想は、トルポパ以上に、中観派の文献より
も、瑜伽行派の文献に基づいていたことが解
明された。 
 
(4)これらの研究成果については、日本印度
学仏教学会や日本宗教学会での学会発表や
学会誌、並びに所属機関の研究紀要などに年
度ごとに発表している。また研究代表者の研
究成果だけでなく、本研究課題に関連する研
究成果を国内外から募り、その成果を公表す
る場として Acta Tibetica et Buddhicaを創
刊した。本誌は、英文論文を主体とし、海外
の研究機関にも送付することにより、国際的
にも注目されている。 
 またターラナータの『最高乗広説大中観確
定論』とその和訳を完成したことで、チョナ
ン派の思想展開が解明され、それによりチベ
ット仏教研究に与える波及効果は大きいと
思われる。 
 
(5)本研究課題がチベット仏教研究にもたら
す今後の展望としては、チョナン派の大中観
思想が他派にもたらした影響を解明するこ
とである。例えばサキャ派のシャーキャ・チ
ョクデンなどは、明らかに「大中観」を明言
している。またその他にも、類似する思想を
他派に見いだすことも予測できる。本研究の
成果は、そのための基礎資料となりうるもの
である。 
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